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東
日
本
の
電
力
需
要
と

地
域
産
業
を
支
え
る
小
名
浜
港

首
都
圏
と
東
北
地
方
の
電
力
供
給
や
、製

造
品
の
出
荷
額
で
東
北
第
１
位
を
誇
る
い
わ

き
市
の
産
業
・
物
流
拠
点
で
あ
り
、
年
間

２
０
０
万
人
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
知
ら
れ
る
小
名
浜
港
。
震
災
か
ら
３
年

経
っ
た
今
、
取
扱
貨
物
量
は
急
速
に
回
復
し

（
図
１
）、
国
が
実
施
し
て
い
る
災
害
復
旧
工

事
も
平
成
26
年
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

小
名
浜
港
湾
事
務
所
で
は
当
初
、集
中
的

な
復
旧
工
事
に
よ
り
早
期
の
完
成
も
検
討
し

ま
し
た
が
、
港
湾
を
利
用
す
る
事
業
者
か
ら

の
強
い
要
望
を
受
け
、
岸
壁
利
用
を
継
続
し

な
が
ら
の
復
旧
工
事
を
選
択
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
地
元
企
業
の
事
業
や
雇
用
を
維
持

す
る
上
で
一
定
の
支
援
が
可
能
に
な
り
、「
人

員
整
理
や
規
模
縮
小
を
せ
ず
に
何
と
か
持
ち

こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。
被
災
個
所
の
復
旧
が
一
通
り
完

了
し
、
平
成
26
年
度
以
降
は
、
さ
ら
な
る
成

長
や
発
展
に
向
け
た
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
港

と
し
て
の
役
割

今
後
、
小
名
浜
港
の
成
長
の
カ
ギ
と
な
る

の
が
、
電
力
需
要
を
支
え
る
福
島
県
沿
岸
部

の
火
力
発
電
所
で
す
。
小
名
浜
港
で
は
東
京

電
力
株
式
会
社
広
野
火
力
発
電
所
や
常
磐

共
同
火
力
株
式
会
社
勿な
こ
そ来
発
電
所
に
石
炭

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貨
物
約
６
３
０
万
kW
分

を
輸
送
。
取
扱
量
は
全
体
貨
物
量
の
約
7
割

に
及
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、こ
の
数
字
は
Ｉ
Ｇ

Ｃ
Ｃ
※
が
始
ま
る
２
０
２
０
年
代
以
降
は
、さ

ら
に
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾

と
し
て
の
設
備
充
実

国
土
交
通
省
は
平
成
23
年
５
月
、
小
名

浜
港
を
東
日
本
地
域
の
石
炭
輸
入
拠
点
と

し
て「
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
」に
選
定
し
、

さ
ら
に
、
平
成
25
年
12
月
に
は
、
全
国
初
で

日
本
唯
一
の
石
炭
の
特
定
貨
物
輸
入
拠
点

港
湾
に
指
定
。
こ
れ
を
受
け
た「
東
港
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
」で
は
、
港
湾

内
に
耐
震
を
施
し
た
岸
壁
や
護
岸
、
泊は
く
ち地
、

埋
立
地
へ
の
接
続
道
路
な
ど
を
建
設
し（
図

２
）、
設
備
・
機
能
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
平
成
29
年
の
施
設

完
成
後
は
、
現
在
多
く
発
生

し
て
い
る
沖
で
の
滞
船（
船
の

順
番
待
ち
）が
軽
減
さ
れ
、
港

湾
の
稼
働
率
向
上
と
作
業
の

効
率
化
に
よ
る
安
定
し
た
石

炭
供
給
、さ
ら
に
は
電
力
需
要

の
大
き
な
支
援
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

物
流
も
急
速
に
回
復

復
興
か
ら
成
長
へ
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ

─ 

東
北
地
方
整
備
局 

小
名
浜
港
湾
事
務
所（
福
島
県
い
わ
き
市
）

図2　東港地区国際物流ターミナル事業計画図

図1　取扱貨物量の月別推移

※
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
…
石
炭
ガ
ス
化
複
合

発
電
。
石
炭
を
ガ
ス
化
し
、
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電（
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
と
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
組
み
合
わ

せ
発
電
す
る
方
法
）と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
型
石
炭
火

力
に
比
べ
さ
ら
な
る
高
効
率
化
を
目

指
し
た
発
電
シ
ス
テ
ム
。

「国土交通」バックナンバーもご覧ください。
NO.120「東北復興の“今”Topics1復興の力みなぎる小名浜港」
http://www.mlit.go.jp/page/kanbo01_hy_002706.html
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特集

港　湾

洋上風力発電の実証研究にも協力
　福島県沖では、現在浮体式洋上ウィンド
ファームの実証研究を実施中。平成26年度以
降は、第2期事業として世界最大級の7MW
の浮体式洋上風力発電設備2基を設置する計
画です。こうした取り組みが将来的に、再生
可能エネルギーに関連した新たな産業と雇用

の創出につながり、
小名浜港がその一
大集積地となるこ
とが期待されてい
ます。
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